
環境調査事業”シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (13)
　

１）６月に双葉が出てから４度の冠水にも負けずに『寒川で３０数年ぶりのカワラノギク』が健気にも花芽を付けました。 

２）真夏に汗をかきながら川から水を運んでくれた、石田さん・河野さん・峯谷さんに感謝します。見守って頂いた仲間のおかげで『カワラノギク』も頑張りました。

。 
【台風15号で剥き出しの根元に土】 

・根元が増水で土が流されて出てい

た根元に河野さんが優しく土を乗せ

てくれました。・・・この後の成長は土

のお蔭です。 

【ロゼットの根元も土がかかっていま

す】 

・根元の土は、日中の日差しから

守ってくれ、彼岸を過ぎて冷え込み

始めた夜からも守ってくれます。 

【10/1（土）立ち上がりつつあります】 

・台風の冠水から１週間が過ぎて倒

れていた株も葉の部分から立ち上

がっています。。 
 

【10/2（日）立ち上がった株】 

・根元から真っ直ぐに伸びた株も見ら

れます。周りのロゼットも立ち上がっ

てきました。 
 

【圃場周りの草刈りをしました】 

・目久尻川の草刈りで使っている刈り

払い機で圃場周りのススキ、シナダ

レスズメガヤを刈り取りました。 
 

【壊れた柵の応急処理】 

・台風15号できれいに洗い流された

柵とトラロープの代わりに簡易柵を

設置しました。 
 

【10/8（土）花芽が見えます】 

・4度の冠水にも負けずに花芽をつけ

た株が複数見られます。1年目の株

なので背丈が低く心配ですが開花が

期待できます。 

【30年後のサポータ】 

・”じいじ”達が再生させようとしてい

る圃場に将来のサポータが見に来ま

した。花が咲いたら花見に来てね！ 
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